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一般会計補正予算など

９名の議員が質問

17名の中学生議員が質問

審 議 議 案

一 般 質 問

中学生議会

住民の声・まちの力

中山春日神社奉納歌舞伎、子供芸役者の名演

秋の深まりの中で、ぬくもりを感じる
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審
議
し
た
主
な
議
案

一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

追
加
補
正
予
算
額
は

５
億
５
，０
２
１
万
１
千

円
と
大
き
な
額
で
す
が
、

こ
の
う
ち
３
億
１
千
万
を

減
債
基
金
（
町
の
借
金
の

返
済
の
増
加
に
備
え
る
た

め
に
積
み
立
て
る
基
金
）

に
積
み
立
て
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
内
容
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費
関
係

　

防
災
拠
点
太
陽
光

　

発
電
設
備
設
置
工
事
等

４
，３
６
５
万
９
千
円

　

災
害
時
の
非
常
用
電
力

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

町
内
の
防
災
拠
点
施
設
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
平

成
25
年
度
は
池
田
保
健
セ

ン
タ
ー
、
蒲
生
・
西
村
公

民
館
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

Q
ど
れ
だ
け
の
電
気
を
発

生
さ
せ
る
の
か

A 
15
Ｋ
W
の
予
定
で
あ

り
、
緊
急
時
の
使
用
分
と

し
て
は
申
し
分
な
い
。

　

内
海
病
院
跡
地
利
用

　
　
　

調
査
業
務
委
託
料　
　
　

　
　
　

７
０
５
万
６
千
円　
　
　

　

内
海
病
院
を
役
場
庁
舎　
　

と
し
て
使
お
う
と
し
た
場

合
に
掛
か
る
経
費
等
を
調

査
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

Q
調
査
の
内
容
は
病
院
の

全
体
を
調
べ
る
の
か
。
そ

れ
と
も
庁
舎
部
分
に
該
当

し
そ
う
な
箇
所
の
み
調
べ

る
の
か
。

A
建
物
全
体
を
調
べ
る
。

衛
生
費
関
係

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

建
設
工
事
等

７
，５
３
６
万
９
千
円

　

二
生
幼
稚
園
を
改
修

し
、
知
的
障
害
者
用
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る

た
め
の
工
事
費
等
で
す
。

　

電
気
自
動
車
用
充
電

　
　
　

設
備
設
置
工
事
等

３
，８
５
４
万
５
千
円

　

経
済
産
業
省
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
町
内
９
カ

所
に
電
気
自
動
車
用
の
充

　

９
月
定
例
会
が
９
月
18
日
、
19
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
の
補
正
予
算
議
案

が
４
件
、
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
へ
の
職
員
派
遣
に
伴
う
条
例
制
定
議
案
を
含
め
た
新
規
条

例
案
２
件
、
契
約
案
件
が
１
件
、
報
告
案
件
が
７
件
の
計
14
議
案
が
提
案
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
決
算
認
定
議
案
は
閉

会
中
に
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
定
数
を
削
減
す
る
議
案
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
回
の
選
挙
か
ら
は
、
議
員
定
数
が
２
名
削
減
さ

れ
14
名
と
な
り
ま
す
。

追
加
補
正
予
算
額

５
億
５
，０
２
１
万
１
千
円

一般会計

定例会
9月
定例会
9月
定例会
9月補

正
予
算

質
疑
応
答

新病院建設後の内海病院は？

質
疑
応
答

16人から14人に議員定数を16人から14人に議員定数を
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電
器
を
設
置
す
る
工
事
等

で
す
。

　

設
置
場
所
は
池
田
、
草

壁
、坂
手
、福
田
の
各
港
、

ふ
る
さ
と
村
、
映
画
村
、

寒
霞
渓
山
頂
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
乗
り
場
、
町
役
場
池
田

庁
舎
、
内
海
庁
舎
で
す
。

Q
電
気
自
動
車
の
充
電
設

備
を
町
内
各
地
に
増
や
す

が
、
こ
れ
は
観
光
業
の
振

興
目
的
か
。

A
電
気
自
動
車
の
普
及
、

利
用
促
進
の
た
め
、
充
電

設
備
を
増
や
し
て
お
り
、

直
接
観
光
業
の
た
め
で
は

な
い
。

Q
充
電
す
る
の
に
使
用
料

を
と
る
の
か
。

A
ま
ず
電
気
自
動
車
の
普

及
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
、
無
償
で
提
供
す
る
予

定
で
あ
る
。

ガ
ー
デ
ン
北
側
に
移
築
す

る
も
の
で
す
。

Q
ど
う
い
っ
た
建
物
に
な

り
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
る
の
か
。

A
映
画
内
で
パ
ン
屋
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
建
物

で
、
実
際
パ
ン
屋
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
等
と

し
て
活
用
し
た
い
。
木
造

平
屋
建
で
延
床
42
㎡
ほ
ど

の
建
物
に
な
る
。

工
事
名

み
さ
き
園
大
規
模

　
　
　
　
　
　

改
修
工
事

契
約
金
額

５
億
１
，４
５
０
万
円

契
約
の
相
手

㈱
ク
リ
タ
ス
西
日
本
支
社　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
）

Q
工
事
に
は
地
元
業
者
を

使
う
よ
う
お
願
い
し
た
い

が
ど
う
か
。

A
今
後
の
業
者
と
の
話
し

合
い
の
中
で
調
整
し
た
い
。

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

町
が
出
資
す
る
小
豆
島

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
㈱
に
職
員

を
派
遣
す
る
た
め
に
、
必

要
な
条
例
を
整
備
し
た
も

の
。

Q
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
給

与
は
ど
う
な
る
の
か

A
現
在
、
オ
リ
ー
ブ
バ
ス

の
役
員
報
酬
は
ゼ
ロ
の
た

め
、派
遣
し
た
職
員
に
は
、

現
在
の
給
与
か
ら
額
が
下

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

２
町
か
ら
負
担
金
と
し
て

支
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
９
月
半
ば（
９
月
18
日
）

に
な
る
と
い
う
の
に
10
月

１
日
か
ら
誰
が
行
く
の
か

決
ま
っ
て
い
な
い
の
か
。

A
現
在
協
議
調
整
中
で
あ

る
。

　

町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

国
家
公
務
員
の
給
与
削

減
に
伴
い
、
地
方
公
務
員

に
お
い
て
も
国
と
同
レ
ベ

ル
と
す
る
よ
う
国
か
ら
の

指
導
が
あ
り
、
周
辺
市
町

と
の
均
衡
を
考
え
、
給
与

減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

Q
６
月
時
点
で
は
反
対
で

あ
っ
た
も
の
が
、
今
回
は

な
ぜ
賛
成
な
の
か
。
組
合

と
の
協
議
は
。

A
労
働
基
準
法
と
も
照
ら

し
な
が
ら
、
組
合
と
は
十

分
に
協
議
を
行
い
、
理
解

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

当
初
反
対
で
あ
っ
た

が
、県
か
ら
の
情
報
で
は
、

給
与
削
減
し
な
い
場
合
、

国
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

課
せ
ら
れ
、
負
担
増
分
を

町
民
に
転
嫁
せ
ざ
る
え
な

い
状
況
に
な
る
恐
れ
も

あ
っ
た
た
め
今
回
の
給
与

削
減
に
踏
み
切
っ
た
。

Q
い
つ
ま
で
減
額
さ
れ
る

の
か
。

A
来
年
の
３
月
末
ま
で

で
、
４
月
に
な
れ
ば
元
に

戻
る
。

　

町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

町
議
会
議
員
定
数
に
つ

い
て
、
次
回
選
挙
か
ら
16

人
か
ら
14
人
に
す
る
も
の

で
す
。

Q
提
案
理
由
と
し
て
少
数

精
鋭
の
議
会
を
目
指
す
と

あ
る
が
、
人
数
が
減
っ
て

し
ま
え
ば
、
よ
り
民
意
が

農
林
水
産
業
費
関
係

　

鳥
獣
捕
獲
器
具
購
入
費　

90
万
円

　

猿
・
猪
を
捕
ま
え
る
た

め
の
捕
獲
器
10
台
を
購
入

す
る
も
の
で
す
。

Q
現
在
島
に
い
る
イ
ノ
シ

シ
の
数
の
推
計
は
。

A
本
格
的
に
調
査
し
て
お

ら
ず
推
測
だ
が
１
，

０
０
０
頭
以
上
は
生
息
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

商
工
費
関
係

　
映
画
「
魔
女
の
宅
急
便
」　　
　

　
　

セ
ッ
ト
移
築
工
事
等　
　

２
，１
２
０
万
円

　

来
年
春
公
開
さ
れ
る
映

画
「
魔
女
の
宅
急
便
」
で

使
用
さ
れ
た
セ
ッ
ト
を
オ

リ
ー
ブ
公
園
内
ハ
ー
ブ

条
例
制
定

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

工
事
請
負
契
約

議
員
発
議

質
疑
応
答

各地に整備される充電設備

町内に広がる猪被害を防ぐ

映画セットがオリーブ公園に

交通弱者を守るために
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届
き
に
く
く
な
る
。
定
数

削
減
す
る
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
と
い
う
が
、
ど
こ

で
結
論
に
達
し
た
の
か
。

A
人
数
が
少
な
く
な
っ
て

も
、
そ
れ
は
各
議
員
の
や

る
気
で
カ
バ
ー
で
き
る
。

定
数
削
減
の
結
論
は
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
で
、

各
委
員
の
意
見
も
聞
き
、

十
分
に
議
論
を
尽
く
し
出

た
も
の
で
あ
る
。

　

道
州
制
導
入
に
反
対
す

る
意
見
書
の
提
出

　

国
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
道
州
制
に
対
し
、
小

豆
島
町
議
会
は
「
反
対
」

す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会

　

平
成
25
年
９
月
９
日
委

員
会
を
開
催
し
、
町
役
場

を
新
た
に
建
設
す
る
場
合

の
候
補
地
か
ら
、
池
田
中

学
校
を
外
し
、
新
た
に
内

海
病
院
を
候
補
地
に
加
え

る
こ
と
を
了
解
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
の
４

指
標
と
、
簡
易
水
道
事

業
・
上
水
道
事
業
・
介
護

老
人
保
健
施
設
事
業
・
病

院
事
業
会
計
で
の
資
金
不

足
比
率
が
公
開
さ
れ
、
い

ず
れ
の
数
字
も
問
題
な
い

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
小
豆
島
町
の
財

政
状
況
は
「
健
全
」
で
す

が
、
今
後
、
新
病
院
建
設

や
し
尿
処
理
施
設
の
改
修

な
ど
大
規
模
事
業
が
控

え
、
ま
た
内
海
病
院
や
小

豆
島
高
校
の
跡
地
利
用
、

庁
舎
整
備
な
ど
動
き
出
す

と
大
き
な
財
政
支
出
が
予

想
さ
れ
る
事
業
が
続
き
、

決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

健
全
化
判
断
比
率

　

５
年
連
続
で
改
善

報　

告

健全化判断比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

H22

ー％

ー％

9.5％

ー％

H21

ー％

ー％

11.8％

ー％

H20

ー％

ー％

14.0％

7.1％

※赤字（資金不足）額がないものは該当なしのため「ー」

（表1）

H23

ー％

ー％

7.6％

ー％

早期健全化基準

14.68％

19.68％

25.0％

350.0％

平成24年度

ー％

ー％

6.5％

ー％

質
問　

イ
ノ
シ
シ
対
策

は
、
安
田
古
郷
地
区
で
防

護
柵
の
設
置
。
ま
た
、
く

く
り
わ
な
・
箱
わ
な
な
ど

猟
友
会
を
は
じ
め
、
色
々

な
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
努
力
・
対
応
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

早
急
な
対
応
が
必
要
で

は
。

答
弁　

国・県
の
メ
ニ
ュ
ー

は
き
ち
ん
と
実
行
す
る
こ

と
は
当
然
と
し
て
、
町
単

独
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

対
策
の
基
本
は
捕
獲
と

防
護
と
環
境
づ
く
り
で
あ

り
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
。
全

て
の
地
域
で
す
る
の
が
望

ま
し
い
。
盛
り
上
が
る
よ

う
に
皆
さ
ん
の
協
力
を
願

う
。

　

ま
た
、
専
門
の
係
を
検

討
す
る
。

森口　久士議員

鳥
獣
害
対
策
は

町
「
全
て
の
地
区
で
対
策
を

　
　
　

行
う
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

安田古郷地区に
設置された防護柵

公
共
施
設
の
対
応
は

町
「
耐
震
診
断
の
前
に
、
社
会
教
育
施
設
の

　
　

整
備
計
画
を
検
討
し
て
い
く
」

質
問　

昭
和
56
年
以
前
の

建
築
で
あ
る
内
海
体
育
館

を
は
じ
め
、
公
民
館
な
ど

社
会
教
育
関
係
の
施
設
は

数
多
く
あ
る
。
災
害
時
に

は
、
避
難
場
所
と
な
る
施

設
も
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
耐
震
対
策

な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
か
。

答
弁　

昭
和
56
年
以
前
の

基
準
の
公
民
館
は
二
生
・

草
壁
・
安
田
・
苗
羽
の
４

館
、
う
ち
二
生
・
草
壁
・

安
田
の
３
館
が
避
難
所
の

指
定
。
内
海
・
Ｂ
＆
Ｇ
・

福
田
の
３
体
育
館
は
避
難

所
の
指
定
な
し
。
建
築
物

の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
耐

震
診
断
の
努
力
義
務
の
範

囲
で
な
い
。

　

二
生
公
民
館
は
改
修
に

備
え
て
耐
震
診
断
を
実
施

す
る
。

　

耐
震
診
断
を
行
う
以
前

に
社
会
教
育
関
連
施
設
を

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

く
の
か
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

一
般
質
問
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質
問　

県
が
巨
大
地
震
被

害
想
定
を
示
し
た
が
、
行

政
と
住
民
が
連
携
し
、
少

な
い
被
害
で
済
む
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で

①
分
庁
舎
方
式
の
た
め
、

災
害
対
策
本
部
機
能
が
十

分
発
揮
で
き
る
の
か
。

②
備
蓄
量
は
ど
こ
に
ど
れ

だ
け
あ
る
の
か
。

③
津
波
が
３
・
７
ｍ
と
予

想
さ
れ
、
消
防
車
が
現
場

に
行
け
る
の
か
。

④
耐
震
診
断
９
万
円
、
改

修
90
万
円
で
は
改
修
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
町
独
自

の
補
助
率
を
上
げ
る
計
画

は
な
い
の
か
。

答
弁　

①
本
部
機
能
を
保

健
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
最
大
限
努
力
す
る
。
本

部
長
で
あ
る
町
長
は
必
ず

登
庁
す
る
。

②
片
城
の
倉
庫
に
米
１
，

５
０
０
食
、水
１
，０
８
０

リ
ッ
ト
ル
、
毛
布
５
６
０

枚
で
、
十
分
で
は
な
い
の

で
適
正
な
備
蓄
量
を
設
定

し
、
備
蓄
場
所
も
検
討
す

る
。
家
庭
で
も
お
願
い
し

た
い
。

③
消
防
署
員
、
消
防
団
員

の
身
の
安
全
を
優
先
す
べ

き
だ
。
消
防
署
員
、
消
防

団
員
の
移
動
の
制
限
に
対

す
る
補
完
措
置
な
ど
作
成

作
業
に
入
っ
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考

に
、
防
災
対
策
に
活
用
し

た
い
。

④
診
断
費
用
は
約
10
万
円

で
、
改
修
に
は
１
２
０
〜

２
０
０
万
円
の
費
用
が
必

要
だ
。
補
助
制
度
の
内
容

を
検
討
し
、
こ
の
制
度
が

周
知
徹
底
さ
れ
、
一
層
の

活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

植松勝太郎議員

巨大地震に対する
　　　　対応は十分か
町「町としての対応はもちろん、
　　町民の方にも関心をもっていただきたい」一

般
質
問

質
問　

11
月
４
日
に
芸
術

祭
は
終
了
す
る
が
、
こ
の

芸
術
祭
を
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
捉
え
て
い
る

の
か
、
永
続
的
な
地
域
お

こ
し
と
し
て
考
え
て
い
る

の
か
、
作
品
や
施
設
を
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
。
ま
た
、
芸
術
祭
の

捉
え
方
に
温
度
差
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

芸
術
祭
に
つ
い
て

は
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
地
域
お
こ
し

の
き
っ
か
け
と
し
て
持
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

秋
会
期
が
終
わ
る
ま
で
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
つ
い

て
こ
う
し
た
い
と
い
う
こ

と
を
ま
と
め
て
発
表
し
た

い
。

　

芸
術
祭
の
理
解
に
つ
い

て
は
、
ア
ー
ト
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
は
当
然
と

し
て
、
地
域
の
人
が
自
分

た
ち
の
地
域
の
魅
力
を
再

発
見
し
自
分
た
ち
の
力
で

ま
ち
お
こ
し
を
す
る
こ
と

が
最
大
の
狙
い
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
地

道
に
や
っ
て
い
く
。

谷　　康男議員

瀬戸内国際芸術祭
　　　　以降について
町「地域おこしのきっかけ
　　として持続的に取り組む」

スターアンガー下で盆踊り

質
問　

町
と
し
て
義
務
教

育
が
終
わ
る
段
階
で
日
常

英
会
話
が
で
き
る
よ
う
な

教
育
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

本
町
の
子
ど
も
た

ち
が
英
語
に
親
し
み
、
日

常
英
会
話
が
で
き
る
子
ど

も
を
育
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
の
特
色
あ
る
教
育
と
し
て
英
会
話
教
育
を

町
「
日
常
英
会
話
が

　
　
　
　
　

で
き
る
子
ど
も
を
育
成
し
た
い
」

町民参加の防災訓練
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質
問　

全
国
の
買
い
物
難

民
は
９
０
０
万
人
と
言
わ

れ
生
存
権
に
か
か
わ
る
極

め
て
深
刻
な
問
題
が
浮
上

し
て
い
る
。
小
豆
島
で
も

相
当
増
え
て
い
る
の
で

は
。
こ
の
点
か
ら
、
最
優

先
し
て
取
り
組
む
課
題
で

あ
る
し
、
公
共
交
通
は
あ

ら
ゆ
る
施
策
分
野
に
共
通

し
た
土
台
と
な
る
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
。
安
く
て
利
用

し
や
す
い
公
共
交
通
整
備

に
よ
っ
て
、
生
活
が
充
足

で
き
る
ま
ち
・
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。
オ
リ
ー
ブ
バ
ス

の
補
助
金
不
正
受
給
問
題

か
ら
も
、
公
共
交
通
の
抜

本
的
見
直
し
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答
弁　

提
案
の
内
容
で
１

日
も
早
く
実
現
し
た
い

が
、
島
全
体
の
交
通
体
系

の
こ
と
で
あ
り
、
土
庄
町

と
の
足
並
み
が
大
事
。
い

ろ
ん
な
課
題
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
１
日

も
早
く
新
し
い
公
共
交
通

体
系
を
作
り
た
い
。

村上　久美議員

町
づ
く
り
の
土
台
と
し
て

　

公
共
交
通
整
備
を
図
る
べ
き
で
は

町
「
課
題
は
多
い
が

　
　

新
し
い
公
共
交
通
体
系
を
作
り
た
い
」

防
災
計
画
の
見
直
し
の
進
捗
状
況
は

町
「
避
難
場
所
の
見
直
し
な
ど
住
民
の
意
見
を　

　
　

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
」

質
問　

６
月
開
催
の
防
災

会
議
で
の
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
対
応
し
た
防
災

計
画
の
見
直
し
の
進
捗
状

況
や
決
定
は
。

答
弁　

防
災
会
議
で
は
、

避
難
場
所
の
見
直
し
や
津

波
浸
水
被
害
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
各
戸

へ
の
配
布
を
予
定
。

　

海
抜
表
示
は
、
町
道
施

設
に
設
置
し
始
め
、
主
に

公
共
施
設
に
設
置
を
進
め

る
。
今
後
、
各
地
区
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
設
置

個
所
の
増
設
を
行
い
た
い
。

　

各
自
治
会
の
防
災
計
画

や
避
難
訓
練
の
取
り
組
み

の
向
上
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
地
域
防
災
訓
練

支
援
事
業
を
創
設
し
た
。

さ
ら
に
、
防
災
情
報
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　

防
災
の
啓
発
に
つ
い
て

は
、
町
広
報
に
建
物
の
耐

震
化
や
家
具
類
の
転
倒
防

止
策
を

推
進
す

る
啓
発

を
積
極

的
に
努

め
て
い

く
。

防災訓練での起震車体験

一
般
質
問

風
疹
予
防
接
種
へ
の
助
成
を　

町「
来
年
度
実
施
を
目
指
す
」

質
問　

全
国
で
風
疹
が
大

流
行
す
る
中
、
心
疾
患
な

ど
の
先
天
性
風
疹
症
候
群

を
予
防
す
る
た
め
、
免
疫

が
な
い
人
の
予
防
接
種
の

助
成
を
。

答
弁　

町
単
独
で
も
来
年

度
実
施
を
め
ざ
す
。

質
問　

平
成
22
年
か
ら
始

ま
り
、
福
祉
、
生
涯
学
習
、

子
育
ち
応
援
と
拡
大
さ
れ

て
き
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
の
取
り
組
み

状
況
と
問
題
点
、
今
後
の

考
え
方
は
。

答
弁　

４
年
間
で
延
べ

１
５
２
団
体
に
約
３
千

５
０
０
万
円
余
り
を
交
付

し
た
。
新
た
に
団
体
を
組

織
し
、
事
業
に
取
り
組
む

な
ど
の
支
援
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
試
行
錯
誤
の
段

階
で
、
い
ろ
ん
な
問
題
が

出
る
が
、
そ
の
中
で
良
い

も
の
が
育
っ
て
い
く
と
思

う
。

鍋谷真由美議員

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
成
果
と
問
題
は

　

町
「
島
が
元
気
に
な
る
兆
し
が
出
て
き
て
い
る
」

質
問　

多
額
の
推
進
事
業

費
が
計
上
さ
れ
た
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
の
夏
会
期
が

終
了
、
現
時
点
で
の
成
果

は
。
空
で
走
る
バ
ス
や
仕

事
に
支
障
を
き
た
す
住

民
・
町
職
員
の
動
員
な
ど

問
題
で
は
な
い
か
。

答
弁　

小
豆
島
全
体
が
元

気
に
な
る
兆
し
が
出
て
い

る
。
課
題
を
克
服
し
、
継

続
し
て
い
け
る
イ
ベ
ン
ト

に
し
て
、
島
を
元
気
に
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

空
の
バ
ス
は
い
た
し
か
た

な
い
面
が
あ
る
。
瀬
戸
芸

推
進
室
の
職
員
は
、
21
名

か
ら
64
名
に
増
員
、
な
る

べ
く
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い

る
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の
取
り
組
み
は

　

町「
試
行
錯
誤
の
中
で
良
い
も
の
が
育
っ
て
い
る
」

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

　
　

を
通
院
へ
拡
大
を

町
「
現
時
点
で
は

　
　
　

考
え
て
い
な
い
」

質
問　

子
育
ち
応
援
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
ま
た
、

早
期
治
療
の
た
め
に
も
中

卒
ま
で
の
通
院
へ
の
無
料

化
の
拡
大
を
。

答
弁　

検
討
す
べ
き
課
題

で
は
あ
る
が
、
現
時
点
で

は
、
考
え
て
い
な
い
。 みんなで子育て

（海と山のしましま幼稚園）
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シ
ス
テ
ム
化
し
て
応
援

す
る
形
を
、
来
年
度
予
算

に
盛
り
込
み
た
い
。

質
問　

今
回
の
芸
術
祭
を

契
機
に
し
て
生
ま
れ
た
各

地
域
で
の
取
り
組
み
の
芽

を
今
後
ど
う
大
き
く
育
て

て
い
く
の
か
。

答
弁　

小
さ
な
芽
を
摘
み

取
る
の
で
は
な
く
、
大
き

く
育
て
る
と
い
う
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

　

芸
術
祭
期
間
中
に
、
各

地
域
で
自
発
的
に
お
接
待

を
し
た
り
、
道
案
内
を
し

た
り
、
芸
術
家
と
交
流
し

た
り
、
色
々
な
新
し
い
芽

が
出
て
地
域
が
元
気
を
取

り
戻
し
つ
つ
小
豆
島
の
魅

力
を
発
信
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
芸
術
祭
の
機
会
と

い
う
か
、
小
豆
島
の
魅
力

が
高
ま
っ
て
、
若
者
の
移

住
が
前
年
度
に
比
べ
て
、

増
え
て
お
り
、
そ
れ
を
大

き
く
育
て
て
い
き
た
い
。

安井　信之議員

芸術祭以降
地域の取り組みについて
町「地域の芽を大きく
　　　育てていきたい」

質
問　

町
内
の
小
学
校
に

お
い
て
保
護
者
か
ら
、
教

師
の
指
導
に
対
す
る
抗
議

が
あ
っ
た
。
改
善
策
と
し

て
教
師
に
対
す
る
指
導
教

育
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

全
部
の
学
校
で
考
え
て
い

く
問
題
と
思
う
が
。

答
弁　

学
校
は
子
ど
も
に

と
っ
て
安
心
・
安
全
な
場

所
で
あ
り
、
楽
し
く
生
活

で
き
る
場
所
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

授
業
中
に
お
け
る
不
正

行
為
等
の
未
然
防
止
と
早

期
発
見
の
た
め
に
、
管
理

職
に
よ
り
校
内
巡
視
を
行

い
、
教
師
の
指
導
の
様
子

や
学
級
の
様
子
を
本
町
教

育
委
員
会
に
報
告
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
て
、
校
内
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
県
教
委
の
主
催

で
あ
る
研
修
会
、
町
と
し

て
も
研
修
会
等
を
実
施
し

て
、
よ
り
深
く
指
導
が
徹

底
で
き
る
よ
う
に
図
っ
て

い
き
た
い
。

教
師
に
対
す
る
指
導
教
育
に
つ
い
て

　

町「
よ
り
深
く
指
導
が
徹
底
で
き
る
よ
う
に
す
る
」

一
般
質
問

質
問　

19
自
治
体
が
参
加

し
た
瀬
戸
内
海
の
復
権
と

題
し
た
意
見
交
換
会
は
、

航
路
を
持
つ
自
治
体
の

ト
ッ
プ
が
参
加
し
、
四
国

整
備
局
、
運
輸
局
、
瀬
戸

内
・
海
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
な
ど
も
参
加
し
開

催
さ
れ
た
。

　

海
の
復
権
を
目
指
し
た

２
回
目
の
意
見
交
換
会
の

計
画
と
決
意
は
。
瀬
戸
内

地
方
の
共
通
し
て
い
る

「
航
路
の
維
持
・
創
設
、

海
を
生
か
し
た
観
光
振

興
、高
速
通
信
網
の
活
用
、

瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
」

の
４
つ
の
課
題
を
提
案
し

て
お
り
一
層
の
振
興
を
図

る
と
共
同
宣
言
を
採
択
し

て
い
る
。
そ
の
後
の
点
検

は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
弁　

３
年
前
の
瀬
戸
内

海
の
復
権
の
意
見
交
換
会

は
意
義
が
あ
っ
た
。

　

２
回
目
の
意
見
交
換
会

は
航
路
の
振
興

に
国
庫
負
担
を

導
入
で
き
る
点

に
議
論
が
集
約

で
き
て
い
る
の

で
、
自
治
体

ト
ッ
プ
を
集
め

て
、
国
土
交
通

省
に
要
請
す

る
。
４
つ
の
提

案
を
す
る
中
、

そ
の
後
、
小
豆

島
は
神
戸
と
坂

手
間
の
定
期

フ
ェ
リ
ー
航
路

が
復
活
を
し
、

海
を
生
か
し
た
観
光
も
芸

術
祭
を
中
心
に
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
と
か
１
歩
２
歩
も
前

進
し
て
い
る
。

　

高
速
通
信
網
の
活
用
で

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
Ｉ

Ｔ
関
連
、
医
療
水
準
の
向

上
や
、
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
特
別
措
置
法
40
周
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

る
。

中江　　正議員

瀬戸内海の復権
　「意見交換」の決意は
町「意見交換の意義はあった。
　今後も様々な方法で呼びかけていく」

平成 22年 10月に開催された「瀬戸内海の復権」意見交換会

コンテナに貼られた壁画（中山）
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質
問　

３
年
前
、
高
知
県

に
視
察
に
行
っ
た
が
路
線

バ
ス
を
守
る
た
め
生
活
路

線
・
観
光
路
線
と
も
補
助

制
度
が
あ
る
。

　

路
線
図
を
見
る
と
人
間

の
血
管
の
よ
う
で
生
活
と

観
光
の
色
分
け
は
な
い
。

小
豆
島
は
観
光
地
で
地
元

の
利
用
者
と
観
光
客
で
乗

車
密
度
を
上
げ
て
き
た
。

　

県
の
補
助
対
象
も
見
直

す
べ
き
だ
と
思
う
。
島
民

も
出
資
し
株
主
だ
。
町
の

決
意
は
。

答
弁　

海
の
交
通
、
陸
の

交
通
の
両
面
を
守
る
こ
と

は
絶
対
条
件
だ
と
思
う
。

し
か
し
環
境
は
生
易
し
く

な
く
色
々
な
意
見
が
あ
る
。

責
任
の
所
在
は
不
可
欠
。

緊
急
避
難
的
な
対
策
を
行

い
な
が
ら
結
論
を
得
た
い
。

皆
さ
ん
も
も
っ
と
バ
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

森　　　崇議員

公
共
交
通
を
守
ろ
う
・

　
　
　

島
民
が
株
主
の
小
豆
島

町
「
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
は
、

　
　

島
民
の
皆
さ
ん
と
守
り
た
い
」

幼
稚
園
や
学
校
な
ど
の
安
全
性
に
つ
い
て

　

町
「
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
改
修
、
修
繕
を
実
施
す
る
」

質
問　

３
幼
稚
園
や
小
学

校
、
中
学
校
施
設
を
見
る

機
会
が
増
え
、
子
ど
も
た

ち
や
先
生
の
努
力
が
見
え

て
良
い
と
思
う
。
し
か
し

学
校
設
備
に
つ
い
て
先
生

が
「
辛
抱
し
す
ぎ
て
い
る

面
も
あ
っ
た
」

　

子
ど
も
や
先
生
、
保
護

者
が
危
険
な
こ
と
に
出
合

わ
な
い
設
備
を
確
保
す
べ

き
だ
。

答
弁　

幼
稚
園
は
６
園
・

８
棟
。
小
・
中
学
校
は
６

校
19
棟
あ
る
。
改
善
の
緊

急
度
が
高
い
も
の
か
ら
改

修
、
修
繕
を
実
施
し
て
い

く
。
補
正
予
算
措
置
を
含

め
、
で
き
る
か
ぎ
り
迅
速

に
対
応
し
、
安
全
を
最
優

先
に
考
え
、
維
持
管
理
に

努
め
る
。

一
般
質
問

質
問　

６
月
県
議
会
で
新

内
海
ダ
ム
の
総
事
業
費
が

当
初
見
込
み
の
１
８
５
億

円
か
ら
63
億
円
圧
縮
さ

れ
、
１
２
２
億
円
と
な
る

見
通
し
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。そ
れ
に
伴
い
、国
・
県
・

町
の
費
用
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
。
詳
細
な
内
容
を
早

急
に
町
民
に
公
表
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁　

ダ
ム
建
設
に
関
し

て
は
、
地
元
、
関
係
者
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
総
事
業
費
は
、
当
初

算
定
よ
り
資
材
単
価
低

下
、
本
体
工
事
入
札
請
負

差
金
、
施
行
量
の
減
少
等

で
大
き
く
縮
減
で
き
た
。

◦
本
体
、
周
辺
整
備　

　
　
　
　
　
　

約
70
億
円

◦
測
量
・
設
計
等

　
　
　
　
　
　

約
17
億
円

◦
用
地
買
収

　
　
　
　
　
　

約
16
億
円

◦
附
帯
道
路
工
事
等

　
　
　
　
　
　

約
14
億
円

◦
事
務
諸
経
費
等

　
　
　
　
　
　

約
５
億
円

63
億
円
が
縮
減
と
な
る
見

通
し
で
あ
る
。
町
と
し
て

も
当
初
よ
り
３
億
円
の
負

担
軽
減
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。
早
急
に
町
民
に
公

表
し
た
い
。

大川　新也議員

新内海ダム
　　総事業費は

町「全体として63億円縮減の
　　　　　　122億円となる」

質
問　

瀬
戸
芸
夏
会
期
も

多
く
の
人
が
訪
れ
、
賑
わ

い
の
中
閉
幕
し
た
が
、「
小

豆
島
、
ま
だ
夏
会
期
」
と

し
て
作
品
公
開
は
継
続
す

る
と
あ
る
が
、
こ
の
決
定

は
ど
の
段
階
で
決
め
る
の

か
。
議
会
に
は
相
談
は
な

か
っ
た
と
思
う
が
。
ま
た
、

公
開
に
係
る
費
用
、
職
員

へ
の
負
担
は
。

答
弁　

作
品
公
開
は
、
実

行
委
員
会
の
了
解
を
得

た
。
費
用
に
関
し
て
は
、

予
算
議
決
を
得
て
い
る
。

職
員
も
増
員
し
、
負
担
の

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。

瀬
戸
芸
「
小
豆
島
、
ま
だ
夏
会
期
」
と
は

町
「
実
行
委
員
会
の
了
解
を
得
て
、

　
　
　
　
　

閉
幕
中
で
も
作
品
公
開
を
し
て
い
る
」 竣工した新内海ダム

高知県の路線図。人間の血管のようです。



9 2議会だより　平成25年11月１日

森　　利菜 議員

介護する人を増や
すための方策は。
答弁　町では介護福
祉士や看護師になりたい方に修学資金
の貸付を行っており、将来町内の施設
に就職した場合は、貸したお金を返さ
なくてもいい制度を作っています。

高木　駿弥 議員

新しい高齢者施設
を作る計画はあり
ますか。
答弁　施設を作るよりも、住み
慣れた地域で元気に過ごすこと
ができる社会の仕組みを作るこ
とが大切と考えています。

須佐美寧加 議員

少子化を防ぐ対策
は。
答弁　子育てに係る
費用負担を少しでも軽くするため、奨学
資金貸付を月3万円から5万円に拡大した
り、男女の出会いの機会を作ったりする
など、様々な対策を行っています。

出水　優花 議員

子どものための新
しい公園や児童館
はできませんか。
答弁　今の所建設予定はありません
が、自治会からの要望で広場に遊具を
設置するための費用の一部を補助をす
る制度（最大50万円）を始めました。

植田　壱成 議員

障害者に対して町
はどのような対応
をしていますか。
答弁　障害者の親が亡くなった
後の対応ができるグループホー
ムを二面地区に開設しようと準
備しています。

田村　帆高 議員

新しい高校への通
学手段については
どのように考えて
いますか。
答弁　自転車通学者の安全、定期バスの
利便性を図ることを最優先に考え、皆さんの
負担が少しでも軽くなるよう考えています。

坂下　　輝 議員

統合した「小豆島
中学校」はどの様
な学校を目指すの
ですか。
答弁　生きる力を身につけ、ふるさと
小豆島を愛し、夢の実現に向かって努力
する生徒の育成を目指していきます。

川西　克弥 議員

人口減少対策は。
答弁　島には知られ
ていない魅力がたくさ
んあります。芸術祭アーティストの協力
も得て、地場産品のレベルアップを図っ
ていきます。減少に歯止めはかからなく
ても、減り方をゆるやかにしたい。

森本　夏生 議員

小豆島に若者が働
ける場所を増やす
対策は。
答弁　地場産業活性化セミナーを
開催し、製品のデザインなどの情報
提供を行い、特許取得に対する経費
の一部補助などを行っています。

山本　優人 議員

これから開発され
るオリーブ商品
は。
答弁　家具の仕上げ剤としてオ
リーブオイルを塗った「オリーブ
家具」や樹の硬さを生かした「オ
リーブ備長炭」などがあります。

北潟あかね 議員

小豆島のオリーブ
を全国に広めるた
めの取り組みは。
答弁　品質や多角的な利用について世界一
を目指しています。オリーブを広めるため
に、全国主要女子マラソン大会の優勝者にオ
リーブの冠を贈る取り組みを進めています。

長谷川大矩 議員

芸術祭の開催に
よって、観光客は
どのくらい増えた
のか。
答弁　夏会期終了時ですでに前回を
超え、観光客は前年とくらべ9.4%増、
人数にして約51,000人増えています。

三木　愛利 議員

芸術祭をやってみ
て良かった点は。
答弁　大勢の人が
みに来て、それぞれが満足して
くれています。作家の人と地元
の人との交流が新たなまちづく
りの動きとなってきています。

野島　　陸 議員

若者の島外流出を防
ぐための考えは。
答弁　若い人には
一度は島外に出てもらったらい
いが今は若者の価値観も少し変
わってきており、島での暮らし
の良さが見直されています。

福井　章耀 議員

南海地震への対策
は。
答弁　ハザード
マップの作成を行っています
が、大事なのは家族で話し合っ
て、もしもの時の行動を考えて
ほしい。

髙橋　滉太 議員

異常気象の中、大
きな災害が起きな
いような対策は。
答弁　災害が起きた時の適切な
対処方法を知っておくなどの啓
発を行っています。

久松和香奈 議員

ゴミを少なくする
対策は。
答弁　製品を捨てず
に再使用するリユース、資源ごみを再製品
化するリサイクル、ゴミの発生を抑えるリ
デュースという３Ｒの考え方に基づいて、
ゴミを少なくする対策を考えています。

10月7日、内海中学校の
生徒17人による、中学生
議会が開かれ、町政に対
する質問を行いました。

「町長・教育長に質問！」

小豆島町

中学生議会
しゅんやり

ねい か ゆう か いっせい

かつあきらほ

なつ

ひろのり

しょうよう こう た わ か な

あい り りく

き ゆう と

だか や

な
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誓願寺の大蘇鉄

長崎の猪垣

「災害のない元気な
　　地区をめざして」
大　谷　隆　生

（二面自治会会長）

　
池
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
「
剣
道
は
剣
の
理
法
の
修

練
に
よ
る
人
間
形
成
の
道
」
を

理
念
に
、
６
名
の
指
導
者
の
も

と
１
・
３
・
５
・
６
年
生
の
12
名

の
団
員
が
水
・
金
・
土
の
週
３

日
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
剣
道
を
通
し
て
、
道
場
に
出

入
り
す
る
と
き
の
挨
拶
や
相
手

へ
の
挨
拶
、
靴
を
揃
え
る
、
言

わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
返

事
、
道
具
を
大
切
に

す
る
、
し
っ
か
り
話

を
聞
き
理
解
す
る
、

厳
し
い
練
習
に
耐
え

集
中
力
と
忍
耐
力
を

養
う
、
と
い
っ
た

「
心
」
心
の
強
さ

「
技
」
技
の
習
得

「
体
」
体
を
つ
く
る

を
鍛
え
る
た
め
厳
し

い
練
習
を
し
て
い
ま

す
。

　
練
習
は
厳
し
い
で

す
が
、
島
内
外
の
試

合
に
出
場
し
、
剣
道

を
通
じ
、
多
く
の
仲

間
や
友
達
を
作
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
レ

池
田
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
楽
し

い
会
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
池
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
は
、
一
緒
に
剣
道
を

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

修
道
館
ま
で
気
軽
に
見
学
に
来

て
下
さ
い
。

【
連
絡
先
：

　
　
事
務
局
代
表

川
本
真
理
子

　
　
　
☎
７
５-

２
６
８
６
】

住住民の声
Vol.30

　小豆島町二面地区は人口約400人、世帯数約180
世帯、面積約3.8キロ平方メートルで、池田湾に面
した二面本地区と、内海湾に面した東浦地区（石
場、牛が浦、長崎）の集落をもって構成された自
治会です。住民の半数以上は年金で暮らし、他は
兼業農家で専業農家は５戸で主に「電照菊」と
「米」を作っています。当地区で自慢できるもの
は、誓願寺の蘇鉄です。大正13年に国より天然記

念物に指定された、雌株1本
で、樹齢約500年以上、樹高
約7.5メートル、根元の周囲約
8.1メートルで日本全国に誇れ
る大蘇鉄です。
　昨今の温暖化で、スリップ
スという蘇鉄につく害虫が国

内に入り被害が発生していま
すが、幸いに被害もなく立派
に育っています。私達はいつ
までも後世に残すよう努力を
してゆきたいと思っていま
す。また、誓願寺の西方の妙
見宮には、古墳が存在し、長崎地区には猪垣、石
場地区には大坂城築城の残石があります。
　人物では、江戸時代の大坂大相撲で大関を務め
た「男山梶之助」という関取がいたそうです。言
い伝えによりますと、この関取の化粧回しの「舞
鶴」が今も二面の太鼓台の天井に飾られていま
す。
　当地区には、溜池が4カ所あり貯水量約3万立方
メートルの水を蓄え、そのうちの1つ「化池」は、
昔失恋した娘が投身自殺したと伝えられ今も「お
化け」が出ると伝えられています。
　今後、少子高齢化と過疎化の進むなか瀬戸内国
際芸術祭を捉え、どのようにすれば地域の活性化
ができるものか。また、近い将来予想される東南
海地震で起こりうる被害軽減をどう対応してゆく
かいい知恵が浮かびませんが、関係機関のご支援
をいただき災害の少ない元気な地区になりたいと
願っております。

　

秋
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
が
始
ま
り
ま
し

た
。
小
豆
島
は
観
光
客

が
多
く
訪
れ
、
特
に
若

い
人
が
目
立
ち
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
全
体
の
島

で
幅
広
く
行
わ
れ
て
お

り
、
他
の
島
に
行
っ
た

が
バ
ス
も
な
く
歩
か
ざ

る
を
得
ず
「
遠
い
所
は

行
か
な
か
っ
た
」
と
言

う
方
も
お
ら
れ
、
こ
れ

が
実
態
だ
と
思
い
ま

す
。

　

小
豆
島
の
景
色
は
抜

群
で
住
ん
で
み
た
い
と

い
う
若
者
に
出
会
い
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
と
い
う
現
実

を
無
視
す
る
こ
と
も
出

来
ま
せ
ん
。

　

病
院
や
高
校
の
統
合

に
向
か
っ
て
い
る
小
豆

島
の
将
来
を
考
え
る
と

歓
迎
だ
け
で
は
な
く
職

場
や
就
職
先
の
こ
と
を

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
皆
様

の
代
表
と
し
て
地
域
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ご
意
見
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本紙に対する
お問い合わせは

編
集
後
記

編
集
後
記


